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研究成果の概要（和文）：胸腹部外科の身体機能を維持・向上するための医学的管理法は未だ確立されていな
い．そこで，胸腹部外科患者を対象として，術前の身体機能と術後の臨床転帰との関連（研究1），術後早期の
身体活動量モニタリングの導入が身体機能の維持・改善に有用であるか否か（研究2）を検討することを本研究
の目的とした．その結果，術前の身体機能低下は術後早期の合併症発生率上昇ばかりではなく生命予後悪化とも
密接に関連することが明らかとなり，術後身体活動量モニタリングは身体機能改善につながる可能性が示され
た．

研究成果の概要（英文）：Medical management methods to improve physical function in surgical patients
 have not yet been established. Therefore, the purpose of this study was (1) to investigate the 
relationship between preoperative physical function and postoperative clinical outcome in surgical 
patients, and (2) to examine in a pilot study whether the implementation of early postoperative 
physical activity monitoring is effective in improving physical function of surgical patients. As a 
result, we showed that preoperative impaired physical function was closely associated with worse 
clinical outcomes, and that postoperative physical activity monitoring may lead to improvement in 
physical function and functional status.

研究分野： リハビリテーション

キーワード： 身体活動量　身体機能　周術期　胸腹部外科　フレイル　サルコペニア　リハビリテーション　運動療
法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，周術期患者の身体機能や身体活動量に焦点を当てて調査を行い，その実態や生命予後との関連を検討
した．近年，周術期の管理項目として身体機能および身体活動量は注目を集めているにも関わらず，これらの医
学的管理法は確立されておらず，日々の臨床に組み込まれていない．本研究は，胸腹部外科患者における身体機
能と身体活動量の臨床的意義を改めて見出し，円滑な社会復帰や生命予後を改善させるための医学的管理法の確
立に貢献することができたと思われる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

胸腹部外科手術では，術後の合併症を減らし，生命予後を改善することが重要な課題であ

り，手術手技の向上や周術期管理の見直しにより術後成績は向上してきた．近年，外科手術

においても身体的虚弱な患者の占める割合は増加しており，周術期管理の重要項目として

骨格筋量や身体機能に注目が集まっている．この身体的虚弱を予防し，術後の経過を良好に

して自立した日常生活を送ることができるように管理することは介護予防上重要である． 

 しかし，日常臨床では身体活動量と身体機能の定期評価は行われておらず，医療者が身体

活動量や身体機能の低下を把握できていない可能性が高い．そこで，胸腹部外科患者の身体

機能と身体活動量の維持・向上を目的とした医学的管理法を確立するために，以下の研究を

実施した． 

 

２．研究の目的 

 胸腹部外科患者を対象に，１）術前の身体機能と生命予後との関連，２）術後の身体活動

量の実態把握および身体機能や臨床転帰との関連について検討した． 

 

３．研究の方法 

研究１）術前の身体機能と生命予後との関連 

対象：名古屋大学医学部附属病院で手術を施行した非小細胞肺癌患者 587 例 

調査項目：年齢，性別，体格，喫煙歴，癌の進行度，呼吸機能などの患者背景因子，術前の

身体機能（6 分間歩行距離），術前の第 12 胸椎レベルの脊柱起立筋骨格筋量，および術後転

帰を調査した． 

 

研究２）術後の身体活動量の実態把握および身体機能や臨床転帰との関連 

対象：名古屋大学医学部附属病院で手術を施行した消化器外科患者 

調査項目： 年齢，性別，体格，喫煙歴などの患者背景因子，および術後の身体活動量と身

体機能を調査した．身体活動量は 3 軸加速度計付き歩数計を用いて退院まで連続測定した． 

 

４．研究成果 

研究１）術前の身体機能と生命予後との関連 

 本研究の対象患者 587 例（平均年齢 69 歳，男性が 68%を占める）のうち，26%の患者は

骨格筋量低下（サルコペニア）のみを，9%の患者は 6分間歩行距離 400m 未満（運動耐容能

低下）のみを，7%の患者はその両方の状態を持つと判定された．低体重（Body mass index 

18.5 kg/m2未満）の患者は，この両方の状態を有する割合が高値であった．追跡期間中（平

均追跡期間 3.1 年），死亡は 109 例で発生した．サルコペニアと運動耐容能低下のどちらも

認めない患者を基準とすると，サルコペニアのみ，運動耐容能低下のみ，その両方を持つ患

者の死亡リスクはそれぞれ 1.78 倍，2.26 倍，3.38 倍であることが明らかとなった（図 1）．

また，年齢，性別，喫煙歴，癌の進行度，呼吸機能などの従来知られている予測因子のみか

ら死亡のリスクを予測する場合と比較して，これらの因子に「骨格筋量と運動耐容能」とい

う情報を追加して予測すると，術後 2 年以降においては死亡の有無の予測に有用である可

能性が示唆された．この結果は，身体機能と身体活動量を低下させないことの医学的管理の



重要性を強調する． 

なお，本研究成果は，Journal of Cachexia, Sarcopenia and Muscle にて論文化された． 

 

発表論文）Tanaka S, Ozeki N, Mizuno Y, et al. Preoperative paraspinous muscle sarcopenia and 

physical performance as prognostic indicators in non-small-cell lung cancer. J Cachexia 

Sarcopenia Muscle. 2021;12:646-656. 

 

 

図 1．術前のサルコペニアと運動耐容能低下が術後の死亡に与える影響 

 

 

研究２）術後の身体活動量の実態把握および身体機能や臨床転帰との関連 

 身体活動量計を用いた身体活動量と身体機能の評価システム構築の準備に取り掛かり，

名古屋大学生命倫理審査委員会から承認を得た．パイロット研究として，3軸加速度計付き

歩数計を用いて高度侵襲外科患者の術後身体活動量の測定を開始した（図 2）．活動量計を

用いた身体活動量評価により定量的な評価が可能となるばかりではなく，他職種とも「歩数」

という共通言語で活動量の情報共有が可能となった．また，高難度手術を受けた患者におい

ても導入可能であり，運動に対するモチベーションや身体機能の向上に役立った(図 3)． 

なお，本研究成果は，症例報告として Medicine にて論文化された． 

 

発表論文）Tanaka S, Mizuno Y, Nojiri S, et al. Efficacy of Rehabilitation Initiated in the Early Phase 

After Simultaneous Deceased Donor Liver and Kidney Transplantation: A Case Report. Medicine. 

2023;102:e35324. 



 

図 2．活動量計装着方法の見本(患者説明用) 

 

 

図 3．身体活動量の管理・指導により，脳死肝腎同時移植後(本邦 40 例目)の身体機能低下

を予防できた症例 

 

 

現在，本研究の身体活動量と身体機能の管理システムを用いて，消化器外科患者を対象と

した前向き観察研究を実施しており，論文発表に向けてデータ収集と解析を進めている． 
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